
（題字学童児童）

どんよりと低い冬の空。この空の続きに「令和６年能登半島地震」で被災された方々が
肩を寄せ合っている姿があると思うと胸が一杯になります。そして、目の前の子どもたち
の命を何があっても守らなければならないと思うのです。
暖かい日と寒い日が交互にやってきている今年の冬ですが、体調管理に気を配りながら

元気に乗り切りたいと考えています。

５日（月） 令和６年度学童継続利用希望表 提出〆切
１１日（日） 建国記念の日 来年度に向けての

１２日（月） 振替休日（学童休み） 手続きが始まります

１５日（木） お誕生会 （２・３月生まれ） よろしくお願いします

保育料振込最終日・利用希望表提出〆切
１９日（月） 来年度継続利用者「児童調査票」を返却

（３月１８日までに提出してください。）
２０日（火） 体験入所（新入児童及び新規入所希望者）
２３日（金） 天皇誕生日

２６日（月） 新入生入所申し込み締め切り（保険料同時納付）

１２日（振り替え休日）と２３日の祝日、学童はお休みです。

南海地震の来襲が叫ばれています。
先日の能登半島の地震からも、「避難す
る」ということの重要性を実感します。
逃げていれば助かったかもしれない命
がたくさんあった、という報道を目に
しました。災害への備えを考えるとき

自助（自分の命は自分で守る）
共助（近所・地域との連携）
公助（国・県・市町村等からの支援）

この３つの順番、バランスだと言われ
ていますが、災害時には子どもなりにで
きること（自助）がたくさんあります。
地震が来た時、どのような動きをすれば
いいのか、自分の命、家族の命を守るた
めには、何ができるか、もう一度確認し
てください。「自分の命は自分で守る」の
基本に立ち返り、ご家族で話し合ってみて
ください。
学童では地震など非常災害の場合は、
お迎えがあるまで、保育時間を延長いた １２月、１月生まれのお友達

します。 お誕生、おめでとう！


